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市
の
予
算
は
ど
う
作
ら
れ

る
の
？

街
づ
く
り
の
目
標
や
計
画
を
定
め
た

「
第
５
次
敦
賀
市
総
合
計
画
」
が
あ
り
、
こ

れ
に
沿
っ
て
計
画
的
に
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
に
伴
う
市
の
予
算
は
、
単
年
度

毎
に
作
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
毎

年
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
か
ら
そ
の
年
度
の

事
業
計
画
と
予
算
額
が
出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
計
画
と
予
算
額
を
精
査
し
、

取
り
ま
と
め
た
も
の
が
予
算
と
し
て
議
会

で
審
議
・
可
決
さ
れ
新
年
度
の
予
算
と
な

り
ま
す
。

一
般
会
計
／
特
別
会
計
／

企
業
会
計
の
違
い
は
？

一
般
会
計
は
、
事
業
な
ど
市
の
運
営
を

行
う
上
で
基
本
的
な
経
費
を
処
理
す
る
会

計
で
す
。

特
別
会
計
は
、
例
え
ば
介
護
保
険
事
業

や
国
民
健
康
保
険
事
業
の
よ
う
に
特
定
の

収
入
で
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
の
会
計

で
す
。

企
業
会
計
は
、
病
院
と
上
水
道
事
業
が

あ
り
ま
す
。
民
間
の
株
式
会
社
と
同
じ
経

理
の
方
法
で
処
理
す
る
会
計
で
す
。

昨
年
度
の
予
算
と
の
大
き

な
違
い
は
何
で
す
か
？

昨
年
に
比
べ
特
別
会
計
が
大
き
く
伸
び

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
年
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
に
関
係
す
る
特
別

会
計
、
22
億
円
が
新
た
に
加
わ
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

歳
入
と
は
、
市
に
入
っ
て
く
る
収
入
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
一
番
多
い
の
が
、
市
税
で
、

お
よ
そ
１
５
５
億
７
千
万
円
で
す
。

そ
の
他
の
主
な
歳
入
と
し
て
、
国
庫
支

出
金
・
県
支
出
金
（
国
や
県
か
ら
の
負
担

金
や
補
助
金
）、
ま
た
市
債
（
市
が
借
り
入

れ
る
お
金
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
く
も
の
に
は
、
保
育
料
、
市
営

住
宅
の
使
用
料
、
体
育
施
設
使
用
料
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

市
民
一
人
に
つ
き
支
払
っ

て
い
る
市
税
額
は
？

市
税
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
市

民
税
や
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
所
得

の
額
や
土
地
な
ど
の
評
価
に
決
め
ら
れ
た

率
を
掛
け
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
違
っ
た
金
額
に
な
り
ま
す
が
、
掛
け
る

率
は
同
じ
で
す
か
ら
、
同
じ
所
得
で
、
同
じ

評
価
の
資
産
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
基
本
的
に

は
同
じ
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

単
純
に
、
個
人
市
民
税
の
予
算
額
を
人
口

で
割
っ
た
場
合
、
一
人
あ
た
り
４
１，

０
０

０
円
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
出
は
ど
う

使
う
の
？

市
が
使
う
お
金
は
、
必
ず
予
算
に
計
上
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
出
予
算
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
に
応
じ
て
、
社
会
福
祉
、
身
体
障
害

者
・
高
齢
者
福
祉
、
児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

に
充
て
る
民
生
費
、
老
人
保
健
、
健
康
管
理

対
策
や
環
境
保
全
に
必
要
な
経
費
に
充
て
る

衛
生
費
、
商
店
街
や
工
業
、
中
小
企
業
関
係

は
商
工
費
、
学
校
や
公
民
館
な
ど
に
つ
い
て

は
教
育
費
と
い
っ
た
よ
う
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。平

成
12
年
度
予
算
で
一
番
多
い
の
が
教
育

費
で
お
よ
そ
51
億
円
で
す
。
こ
れ
は
、
粟
野

公
民
館
の
建
設
、
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
改
修
、
き
ら
め
き

ス
タ
ジ
ア
ム
の
整
備
な
ど
大

規
模
な
事
業
が
あ
る
た
め
で

す
。そ

の
他
に
も
学
校
間
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
学
校

教
育
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

取
り
入
れ
る
た
め
の
整
備
費

な
ど
も
新
た
に
計
上
し
て
い

ま
す
。

次
に
多
い
の
が
民
生
費
の
お
よ
そ
48
億
７

千
万
円
で
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
対

象
に
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
、
続

い
て
土
木
費
の
お
よ
そ
41
億
９
千
万
円
で
、

道
路
、
河
川
、
都
市
計
画
、
住
宅
等
の
整
備
、

維
持
、
改
良
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
が
総
合
計
画
に
沿
っ

て
作
ら
れ
る
と
言
う
こ
と
で

す
が
、
平
成
12
年
度
の
主
な
事
業
は

何
で
す
か
？

「
第
５
次
敦
賀
市
総
合
計
画
」
に
は
、

５
つ
に
分
け
た
基
本
目
標
が
あ
り
ま
す
。

人
が
集
う

魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り

人
が
集
う
、魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り
と
は
、

敦
賀
市
の
風
格
・
個
性
・
交
流
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
、
敦
賀
市
が
独
自
に
持
っ
て
い
る

特
徴
を
伸
ば
し
て
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う

ま
ち
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
敦
賀
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
仮
称
）
の
開
催
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
昨
年

の
「
み
な
と
博
」
の
成
果
を
活
か
し
な
が
ら
、

港
ま
ち
と
し
て
さ
ら
に
魅
力
あ
る
も
の
に
す

る
た
め
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
中
郷
・
粟

野
方
面
の
路
線
を
追
加
し
こ
の
１
年
間
試
行

運
行
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
北
陸
本
線
と
湖
西
線
の
直
流
化

な
ど
に
つ
い
て
も
整
備
を
実
現
す
る
た
め
の

予
算
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

▼
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
・
北
陸
本
線
直
流
化
促
進
期

成
同
盟
会
負
担
金
　
　
　
　
２
６
０
万
円

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
費

５，

４
７
０
万
円

▼
敦
賀
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
仮
称
）

開
催
事
業
費
補
助
金
　
３，

０
０
０
万
円

▼
学
校
間
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
整

備
事
業
費
　
　
　
　
　
６
１
０
万
６
千
円

快
適
に
暮
ら
せ
る

都
市
づ
く
り

快
適
に
暮
ら
せ
る
都
市
づ
く
り
と
は
、
み

な
さ
ん
が
安
全
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

松
島
中
央
公
園
を
周
辺
の
景
観
と
マ
ッ
チ

し
た
デ
ザ
イ
ン
、
さ
ら
に
は
周
辺
の
み
な
さ

ん
の
一
時
的
な
避
難
地
と
し
て
防
災
拠
点
の

機
能
も
併
せ
持
っ
た
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
公

園
に
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
環
境
関

連
の
事
業
は
地
球

規
模
か
ら
生
活
の

環
境
ま
で
、
い
ろ

い
ろ
な
レ
ベ
ル
で

重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
今
年
度

か
ら
市
民
・
事
業

者
と
一
緒
に
な
っ

て
環
境
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

一般会計　２５５億９,３５２万２千円
特別会計　１６６億３,９３３万７千円
企業会計　　９５億９,５８０万５千円
総　　額　５１８億２,８６６万４千円

市
の
予
算
っ
て
？

平成12年度当初予算総額は？

敦賀市には、一般会計、特別会計（11会計）、

企業会計（２会計）があります。

松島中央公園松島中央公園松島中央公園松島中央公園松島中央公園松島中央公園
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▼
環
境
基
本
計
画
策
定
事
業
費

１，

０
１
５
万
１
千
円

▼
人
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り
事
業
費

１
億
６，

０
６
６
万
円

▼
松
島
中
央
公
園
整
備
事
業
費

１
億
６，

１
３
７
万
９
千
円

▼
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
建
設
事
業

費
補
助
金
　
　

３，

５
１
７
万
１
千
円

ふ
れ
あ
い
と
温
も
り
の

あ
る
都
市
づ
く
り

ふ
れ
あ
い
と
温
も
り
の
あ
る
都
市
づ
く

り
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

骨
が
折
れ
や
す
く
な
る
病
気
「
骨
粗
し

ょ
う
症
」
が
最
近
増
え
て
い
る
の
で
、
そ

の
予
防
対
策
と
し
て
、
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
る
健
康
診
断
や
健
康
教
室
の

中
で
骨
密
度
の
測
定
を
行
い
、
栄
養
の
取

り
方
や
運
動
な
ど
生
活
習
慣
の
改
善
に
つ

い
て
若
い
う
ち
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま

す
。ま

た
、
介
護
保
険
特
別
会
計
を
設
置
し

て
制
度
を
適
切
に
実
施
し
な
が
ら
、
同
時

に
、
介
護
保
険
の
認
定
に
よ
り
「
非
該
当
」

と
な
っ
た
高
齢
者
（
日
常
生
活
に
支
障
の

あ
る
方
対
象
）
を
支
援
す
る
な
ど
、
様
々

な
事
業
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

▼
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
事
業
費

２，

０
０
０
万
円

▼
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
対
策
費

７
０
３
万
円

▼
介
護
保
険
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
　

１
３
億
８，

３
７
２
万
８
千
円

▼
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委
託
料

１，

５
８
６
万
８
千
円

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
都
市
づ
く
り

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
都
市
づ
く
り

と
は
、
都
市
の
活
力
の
基
本
と
も
言
え
る

産
業
の
発
展
を
目
指
す
も
の
で
す
。

市
民
温
泉
の
掘
削
は
昨
年
度
か
ら
引
き

続
き
行
い
、
温
泉
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
も
本
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
平
成
14
年

度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
分
野
の
産
業
を
起
こ
す

事
業
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
と
の
技

術
提
携
を
強
化
す
る
た
め
の
研
究
や
企
業

を
立
ち
上
げ
る
ま
で
の
技
術
指
導
を
行
い

ま
す
し
、
産
業
団
地
の
整
備
も
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
敦
賀

港
で
の
貿
易
振
興
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

▼
新
産
業
起
業
化
支
援
委
託
料

５
０
０
万
円

▼
中
心
市
街
地
賑
い
街
づ
く
り
支
援
事
業

費
補
助
金
　
　

２，

０
０
０
万
円

▼
市
民
温
泉
掘
削
事
業
費

７，

５
５
３
万
４
千
円

▼
市
民
温
泉
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業
費

１
億
３，

８
０
０
万
円

人
を
育
み

文
化
を
創
る
都
市
づ
く
り

学
校
教
育
に
い
て
は
、
地
域
そ
の
も
の

を
教
材
に
し
よ
う
と
い
う
発
想
に
た
ち
、

地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
層
の
方
々
か
ら

話
を
聞
い
た
り
、
自
然
を
体
験
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
、
小
中
学

生
に
自
分
の
暮
ら
す
地
域
の
魅
力
に
触
れ
、

自
ら
生
き
る
知
恵
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と

い
う
地
域
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
研

究
事
業
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
多
目
的
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し

て
き
ら
め
き
ス
タ
ジ
ア
ム
が
６
月
末
に
完

成
し
、
９
月
末
に
は
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

も
改
修
さ
れ
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
大
い

に
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
地
域
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
研
究
事

業
費
　
　
　
　
　
　
　
　

４
２
０
万
円

▼
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
費

７
億
６
７
０
万
８
千
円

▼
き
ら
め
き
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
事
業
費

４
億
４，

１
８
０
万
円

▼
ハ
ー
ト
フ
ル
・
ス
ク
ー
ル
費

２，

１
６
７
万
９
千
円

◎

京
都
方
面
と
の
直
通
の
新
快
速

電
車
の
乗
り
入
れ
が
可
能
に
な

り
、
通
勤
・
通
学
に
利
用
す
る
こ

と
が
出
来
る
。

◎

敦
賀
か
ら
滋
賀
県
・
京
阪
神
へ
、

日
常
的
な
交
流
人
口
が
増
え
る
。

Ｊ
Ｒ
直
流
化
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
！

Ｊ
Ｒ
直
流
化
に
よ
っ
て
、
関
西
圏
か

ら
快
速
電
車
が
敦
賀
ま
で
乗
り
入
れ

が
で
き
れ
ば
、「
京
阪
神
に
一
番
近

い
日
本
海
」、「
さ
か
な
の
お
い
し
い

敦
賀
」
と
し
て
四
季
を
通
じ
て
敦
賀

の
良
さ
、
敦
賀
の
味
覚
を
知
っ
て
も

ら
う
機
会
が
多
く
な
り
、
観
光
客
な

ど
一
層
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
普
通
料
金
で
利
用
で
き
る
こ

と
か
ら
、
滋
賀
、
京
都
、
大
阪
が
身

近
な
都
市
と
し
て
生
活
圏
内
と
な

り
、
通
勤
や
通
学
な
ど
の
利
便
性
も

増
し
、
雇
用
の
増
加
、
更
に
は
敦
賀

の
企
業
の
競
争
意
識
が
高
ま
っ
て
、

街
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

先
日
、
広
域
的
交
流
基
盤
整
備
推
進

事
業
と
し
て
広
く
市
民
・
県
民
の
み

な
さ
ん
に
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、

「
地
域
交
流
と
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
・
北
陸

本
線
敦
賀
ま
で
の
直
流
化
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
直
流
化
が

小
浜
線
電
化
開
業
（
平
成
１
５
年
春

開
業
予
定
）
と
同
時
に
実
現
で
き
れ

ば
、
小
浜
線
の
利
用
促
進
と
嶺
南
地

域
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
の

考
え
が
示
さ
れ
、
今
後
、
早
期
実
現

を
図
る
た
め
取
り
組
み
を
強
化
し
ま

す
。

さ
き
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
「
Ｊ
Ｒ

直
流
化
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
に
よ

り
ま
し
て
も
、
４
人
の
う
ち
３
人
に

当
た
る
７
５
％
が
「
あ
れ
ば
利
用
す

る
」
と
答
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
、

敦
賀
市
な
ど
の
直
流
化
へ
の
取
り
組

み
に
対
す
る
認
知
度
が
ま
だ
ま
だ
低

く
、
今
後
は
直
流
化
の
周
知
徹
底
に

力
を
入
れ
、
そ
の
必
要
性
、
利
便
性

な
ど
を
広
く
訴
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

民
間
と
行
政
が
２
本
の
レ
ー
ル
と
な

っ
て
走
れ
る
よ
う
な
直
流
化
事
業
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

敦
賀
市
長
　
河
瀬
　
一
治

「
市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
よ
り

ご 意 見

直流化になれば きらめきスタジアムきらめきスタジアムきらめきスタジアムきらめきスタジアムきらめきスタジアムきらめきスタジアム



第２号被保険者（40歳～64歳）の方の保険料
介護保険料は、医療保険料に上乗せして一括して

徴収されます。それぞれの保険料は、個人の所得や

加入している医療保険の計算方法により異なってき

ます。また、半額を事業主や国が負担します。保険

料は、４月から納入していただきます。
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◎国民健康保険加入者の介護保険料算定方法
次の算定方法によって計算された額が医療保険分

に上乗せされます。

介護保険制度で「非該当」と認定され、日常生

活に支障のある高齢者の方を対象に支援します。

介 護 保 険 制 度 が
４月１日 から スタートしました

認定を受けられたみなさんは、介護保険制度のもとでの介護サービスを受

けられています。今月は、保険料についてお知らせします。

第１号被保険者（65歳以上）の方の保険料
敦賀市の保険料の基準額（第３段階）は、１か月

につき２，８２４円になりました。しかし、保険料

の納付については、４月から９月までの半年間は徴

収しません。また、1 0月から平成1 3年９月までの１

年間の保険料は半額となります。

【平成12年度の保険料の納入方法】
◆　老齢・退職等の年金から天引きされる

方は、10月の年金支給時（２か月ごとに）

から天引きされます。

◆　市に個別に支払う方は、1 0月から、５

回に分けて市に納入していただきます。

なお、老齢退職年金受給者の方で４月以降 6 5歳に

なられる方は、6 5歳になった月から約１年間は、納

付書により市に納入していただきます。

※第１号被保険者の保険料額

問合せ　社会福祉課高齢者福祉係　1２２－８１２４

問合せ　保険年金課 1２２－８１１９

介護サービス課　1２２ー８１８０

避難所となった総合運動公園体育館には、
訓練に参加した西浦地区のみなさんが到着
し、医師団らによる放射能測定やケガの治療
など緊急時医療措置の訓練を実施しました。

３月２３日、国、県を含む 5 7機関が参加
して、平成 1 1年度原子力防災訓練が敦賀市
で実施されました。

きらめきみなと館を「緊急事態応急対策
拠点施設（オフサイトセンター）」として、
国をはじめ関係機関の合同対策協議会が設
置されました。

災害時には、欠かせない食料。日赤や自衛
隊による炊き出し訓練が行われました。

原
子
力
防
災
訓
練

原
子
力
防
災
訓
練

原
子
力
防
災
訓
練

原
子
力
防
災
訓
練

原
子
力
防
災
訓
練

原
子
力
防
災
訓
練

避難所となった総
合運動公園体育館で
放射能測定（スクリ
ーニング）訓練が行
われました。

防災放送
ＲＣＮ　９ch

７時 3 5 分、広報訓
練として防災放送を通
じて、市民のみなさん
に災害の状況を伝えま
した。

月額2,824円×段階率×６か月
（100円未満の端数切り捨て：Ｈ12．10月～Ｈ13．３月）

×0.5＝平成12年度の保険料額
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４月の市民ギャラリー 書　＜玄々社
げ ん げ ん し ゃ

＞

「 椿
ちん

寿
じゅ

」 木 谷
き だ に

楊 雪
よ う せ つ

「六言絶句
ろ く ご ん ぜ っ く

」 正 木
ま さ き

梢 風
しょうふう

４月３日 b～　市 役 所 市 民 ホ ー ル

5月の市民ギャラリー 洋画 庭本
に わ も と

凱夫
よ し お

＜プルアート美術協会＞

「語り部」を一緒にやりませんか
３月12 日

高校の空手道、ソフトテニス、柔道、卓球、

および少年剣道練成の全国大会に出場する選

手役員の壮行式が市役所でおこなわれました。

河瀬市長は「リラックスして頑張ってくださ

い。」と励ますと、ソフトテニスの小保真吾さ

んは「一戦一戦頑張ってきます。」と力強く述

べていました。

関ヶ原合戦から4 0 0年を記念して開催（3月2 5日～1 0月９

日）される「決戦関ヶ原大垣博」の宣伝のためキャラバン隊

が市役所を訪ずれ「子どもからお年寄りまで楽しめるイベン

トを用意しています。」とPRしました。

石川県内で活躍しているベテランの語り

部を聞く「おはなし講座」が図書館で開催

されました。これは「地区に伝わる民話や

昔話を語り継ごう」と、「語り部の会」の

発足を目的に有志が開催したもので、「む

かしむかし」で始まるやさしい語りに参加

者は聞き入っていました。

関の八幡神社で江戸時代から伝わり、県無形民俗文化財に指定

されている「彼岸祭」が行われました。この祭りは、当番役の交

代と一家の長となった人、また氏子として仲間入りした人を祝う

神事で、おごそかに「雄蝶・雌蝶の舞」が抜露されました。

山の稲荷神社で鎌倉時代から伝わり、市無形民俗文化財

に指定されている「初午まつり」が行われました。御供

（ごくかき）と呼ばれる８人衆が、新設された「みそぎ場」

で身を清めた後、人身御供役の山田果林ちゃん（６歳）を

囲み本殿に入り、五穀豊穣と無病息災を祈っていました。

こどもの日のつどい

と　き ５月20日g 14時～

ところ 市立図書館 ３階研修室

内　容 ☆ ぺープサート劇

☆ パネルシアター

☆ エプロンシアター

☆ 紙芝居　など

新着図書ご案内

平成1 2年２月・３月に入った図書

の中から紹介します。

○本の世界のホントの話

○若者と現代宗教

○徳川三代なるほど事典

○吾、身は幼児となりて母を慕い

○杉原千畝と日本の外務省

○「普通の子」が壌れてゆく

○ボケが病院でつくられる

○古建築の見方、楽しみ方

○20世紀スポーツ最強伝説（１～６）

○大風呂敷（上、下）

○夏の約束

○福井県の百年

○福井県企業ガイド2001年版

○ねえちょっときいてえなあ

○オヤジに言わせろ！

（一般書1459冊・児童書286冊）

なお、新着図書案内一覧表は、図

書館・公民館等においてありますの

で、ご利用ください。

５月の休館のお知らせ

◆ 毎週月曜日

◆ ３日（憲法記念日）

◆ ４日（国民の休日）

◆ ５日（こどもの日）

◆ 18日（第３木曜日）

問合せ　1 22・１８６８

おお寒！
３月12日

全国大会出場壮行式 ３月17日

「大垣博」キャラバン隊来敦　３月９日おごそかに伝統行事 ３月1 8日

小
さ
な
親
善
大
使
来
敦

３
月
28
〜
30
日

武田耕雲斎等天狗党の縁で姉妹都市の水戸市より、親善友好少

年研修生、役員 2 0人が来敦し、駅前で歓迎式が行われました。

研修生を代表して横須賀友紀さんが「このような機会を与えても

らった関係者に感謝し、思い出を一杯作つて帰ります。」と述べ、

一行は見学に交流にと学んでいました。


